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1．『 潤u雷
　籏獄輔、柞獄蝋及其蛋白質の含窒素化合物に關する研究業蹟ば少しとぜづ㌔

　署者の一人1は家獄踊〆粕を硫酸にて分解して一一一ljEの螢養素を取り出し共アミノ酸組域を研

究し鳩及白鼠を飼育し醤養剤として有効なる事を獲ii受せり。　　　　　　　　　，

　片山越夫氏2は欝踊の温湯浸出物申より種々のモノアミノ酸及アデ＝ン（ピクレート），ヒポキ

サンチン（ピクレート〉・ヒスチヂン（鞭酸臨）、コリン（難化金盤）．プトレツシン（ピクレート）

カダベリン（ピクレート）、未知難1基等のアミノ酸鰹基類を分離せり。　　　　　　　　　’

　川瀬惣次郎氏：｝は種々なる方法にて輔油を浸繊し共浸出メ粕の各種成分を分析し獄蝋〆粕の

窒素は魚肥に匹敵し、燐酸の含量は大豆粕に近似して加里の含量は魚〆粕κ相當し、石荻は最

も少きことを報轡せり。

　三室戸善光氏4は慧輔中の種々なる燐の形態及レシチンに就て研究し、中根信一一…氏も同様獄

踊の攣態に絆ふ含燐化合物の憂化に就て研究せり。

　吉村漕両氏∬は乾燥獄蝋を鐡製乳鉢にて粉檸し温湯にて浸幽しチロシン、ヒスチヂン　（鞭酸

鞭）．プトレシン（鞭酸櫨）、アルギ＝ン（ピクリン酸盤）、＝リン（鞭化金複鞭）、ベタイン（鞭酸

鞭）を分離せり。

　關根秀三郎氏6は獄輔蛋白質を雌雄比較して分析し共窒素の分布歌態を報告せり。　　　　　　’

　土御門晴善及葎西文造爾氏7は鷲踊及慧踊蛋白質の窒素の分布1伏態其の他の諸成分を研究し

獄輌は蛋白質、脂肪に富みグリコーゲン、燐酸も粗當に多く、獄蜥甕i歯質は一般蛋白質に比し

窒素の含量（13．6％）少きことを報沓せり。供試慧輔は製綜後の蛮輔を乾燥粉末にしたるもの、

供試蛋白質は獄踊を0．2％XaO正［にて浸出し稀酷酸を以て沈澱したiるもの「なり。

測却突三郎氏sは獄蠣の湘を搾）1し粕（有機1粛分96．7％，内蛋由質63．2％，中性脂肪19。9％，
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　　次分3，3％）を鞭酸にて加水分解し・・＝ステル法によりモノアミノ酸を。硫酸にて加水分解して

　　ヒスチヂン、アルギニン、リジン、グア＝ン、アデ・一　v、ハイボキサンチン、コリンを、別に

　　チロシン、シスチン、トリプトプアンを分離決定せり。

　　　次に柞獄輔に關しては伽藤二郎氏9は柞鷲蜥の瀧水浸出物を作り、アデ昌ン、グア＝ン、ヒ

　　ボキサンチン、キサンチン、ヒスチヂン、アルギ嵩ン、コリン、ベタイン、リヂンを分離し・

　　叉10月以後1ケ月毎に1定量¢）柞獄生匝1雨の乾燥粉末物より尿酸の定量を試みたり。Pt結果婦

　　の初期に於ては尿酸の含量少きも輔期の進むに從ひ他の未知物質と共に増加するものなる事を

　　誰明せり。

　　　吉村清尚及無漏田哲雄12の爾氏も亦枠獄踊の温湯浸繊物よリヒスチヂン、コリン、プトレツ

　　シン、カグペリン、アムモ＝ヤを分離したり。

　　　著藩等は柞獄婦蛋白質の化墜的成分及螢養的便値を知らんとして家慧蠕蛋白質と比較分析し

　　て粥蔚の窒索の分布及アミノ酸組成を研究し次の結果に到逮したり。

　　　II，家翻婦蛋白質の組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　材料の精製
　　　家獄生繭より生婦を取り出し孚L鉢中に入れ乳棒にて出來得る限り充分に摩確し生ぜる乳歌液

　　を国の粗き鐵網にて櫨し少量の清フ」くを加へて謝條しキチン貿、諸器管等を除く。其濾液（乳濁

　　液）はよく煮沸し蛋白質を凝固せしめ是れをビーカー中にあけ濡水を加へよくi麗搾する。かく

　　して数時間放置する時は蛋日質は器底に沈み油脂其他の物質は水上に浮ぶ、此の時サイホンに

　　て上部の水を除く時は油脂共他の物質は大部分水と共に除去さるこ次に再びビーカーに清水を

　　注ぼ掩拝し蛋白質の沈降を待ちて再び上部の水をサイホンにて除去す。かくの如く数回此の繰

　　作を反覆する時は大部分の爽雑物は除去さる。之を濾過して乾燥し「ソツクスレツト」氏脂肪

　　漫i出將にて油脂を除去せり。かくして殆ど純檸の蚤白質を得たり。

　　、ヌt－　　　　’一般化畢的組成

峯　・　上記の如くして精製せる家獄蜥蛋白質の一般化學組放は次の如し。

　　　　　　　　　乾物量　　　　　　　　　　　　 93・78％

　　　　　　　　　水分量　　　　　　　　　　　6．22％
　　　　　　　　　汐ξ　　　ラ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，17％

　　　　　　　　草乞物100g中

　　　　　　　　　熱濃盤酸に可溶物質　　　　　　　・　　　　　97ユ79

　　　　　　　　　　　））　　　不1容斗勿質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．83　　　　　　　　1　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　全　窒　熱㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14・57

　　　　　　　　　i熱濃鞭酸に可溶窒素　　　　　　　　　　　　　　　14．34

　　　　　，　　　　　，，　　不溶窒素　　　　　　　　　　　　　　O・22

　　　　　　　　　　アムモsヤ態窒素　　　　　　　　　　　　　1．04

　　　　　　　　　　ヒ＝L　一一ミン態窒素　　　　　　　　　0．52

　　　　　　　　　1）hosphotmngstie　aeiclにより洗澱・せfらるる窒素　　3・34

　　　　　　　　　1）hosi）hotungstic　aciclにて沈澱せられざる窒素　9・44

　　　　　　　　　　シスチン態窒素　　　　　　　　　　　　　　 O’49　　　　　　胃

　　　　　　　　　　アルギニン態窒素　　　　　　　　　1．32

　　　　　　　　　　’リジン態窒素　　　　　　　　　　　0．27

　　　　　　　　　　ヒスチヂン態窒素　　　　　　　　　1．’2（；



第二鋤　　　　家鋤掻麟及柞翻蝋蛋噸のイ瞭鰍i蹄r魏蹴て　　　　　53

　　　　　　　　アミノ酸態窒索　　　　　　　　　　　　　 0，85

　　　　　　　　モノアミノ酸態窒素　　　　　　　　　　　　　8．18

　　　　　　　　非アミノ酸態窒素　　　　　　　　　　　　　　　ユ．27

　全窒素を10Uとして各種形態窒素量を示せぱ次の如し。

　　　　　　　　アミド態窒素　　　　　　　　　　　　　7。14・％

　　　　　　　　ヒユーミン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　ot「　．　08

　　　　　　　　シスチン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．36

　　　　　　　　アルギニン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　9。06

　　　　　　　　リジン態窒素　　　　　　　　　　　1，85
　　　　　　　　ヒスチヂン態窒索　　　　　　　　　　　　　　　8．65

　　　　　　　　モノアミノ酸態窒素　　　　　．　　　　　56ユ4

　　　　　　　　非アミノ酸態窒素　　　　　　　　　　　　　　　8．72

　　　　　　　　　　　　　　　　　アミノ酸組成

　　　　　　　　　　　　　　　a弧鞭酸による全力1水分解

　雨項の精製せる家鑓婦蛋白質風乾3009（乾物として281．339）をとり　900c．◎，のeon，

HCIを加へて逆流冷却装置に附し6時闇煮沸CBiuret反慮の現れざるに至るまで）して全力1

紛解を行ひ濾過せグ其不閤郵物はNi・hyd・inの鵬なきまで再三蒸溜水を以て灘せり。

分解液及灘液は悉く集め鰹の許1・灘して・紛独順に無・賄糟を加へて籔回憾儲

の許に蒸獲し次に乾燥せる鞭酸瓦斯を通じて飽和せしめ氷と食鷺とを混じて冷却し9］ycoeoll

をエチルヱ紗蠣囎として雛せしめんとしたるも結晶欄静・次に襟を低燃儲の
許に蒸獲し舎利別状となし無水酒鋳を抑へて極三蒸護し出來得る限り水分及HCIを除き．＝ス

テル法によりてアミノ酸をエステルイヒし常灘よりて分別蒸溜を行ぴ効。其淺灘蒸溜水を

カllへて溶解し低堅低温の許に濃縮しHC1を加へ生ぜる鞭類を濾別し減墜蒸溜にて濃縮しQon

HC1を加へ再び逆流冷虫ij器に附して6時陶煮沸し低温低墜の許に水分、盤酸を除き更1と無水

瀦にて低盗低墜の許に灘切く分を除＊・xステル法t・a　bて第二匝1分別蒸瀧なしアミ・酸

一エステルを分溜せり・各繰作の絡りには窒素の越を行ぴ實験中に於け雛1失の程度醐にせ

り。其結果は次の如し。

　　　全加水分解液の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　40．6526g

　　　第一回アミノ酸浸出液中の窒素　　　　　　　7．17169

　　　　内窒素測定の爲め損失の窒素　　　　　　0．12819
　　　第一一一rdi分溜のAlnin…伽pFtのN　　　　　　7．0435　9

　　　Amin・e・七・・のE七he・ex七rac七を灘到せし傷合の揖失窒i繊0．25939

　第一回エステル法の傷含の淺瀞にHCIを加へ盤類を濾別せし傷合損失窒紫量0．959

同HCIを’JJIIへ難噸を除去せし1容液中の窒素最　　　　28．　3452　9

　　　内窒素測定の爲損失鋼糧　　　　　　　　o．14179
　　　即28．20359の窒素量となれり。

　第二回Aユnino　es七erをEtherにてextrae七し濾別せし傷合の損央窒素最　　　　0．02209

第二回Amino　es七erを［E七herにて浸1Jlせる淺醸中の窒素量　　　　　　　　　25．62259

第二回A皿i・・es七er　ex七1’aet・ゆ窒羅　　　　　　　　　 2．39889

　　　内窒素測定の聯映窒素量　　　　　　　　　　　　O．02829
　第1こ二回分溜に用ひしAmino　es七er中の窒素量　　　　　　　　　　　　　　　　．2．37069



15A　　　　　　　　　　　　餓　　　綜．　箪』　　雑　　　誌　』　　　　　　　　　〔第六巻

第1圓　分　別　蒸　溜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濫　度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　継・麟鐙蒸醐蒸，欝蒸晶器・・－tsアミk酸磁テルア騒酸

　1　　湯浴　　45分』　65。C　39°G　20　m・n　　ld・89　　1・30869

11　　湯浴　　27　　99　　78　　20　　13・d　　6・5346
皿【　　湯浴　　20　　99　　83　　40　　　‘13・15　　15・5358
1V　　汕浴　　50　　200　　157　　40　　　36・55　　33・6339
劉宰　　　　　　　　　　　　　　　　　3e・05些

　　　　　　　　　　　　　　　　第2回分別i蒸溜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温　度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅・・繊蒸醐蒸羅禰臨㌔El・ガアミ欝垂テルア磁酸
　　工　　湯浴　　20分　　60。C　畠3’D°G　28mln　　9・lg　　O・5d339

　11　　湯浴　　15　　99　　78　　10　　　8・0　　　3・7009
111　　湯浴　　20　　．99　　83　　3　　　3・0　　2・567V
魯」汕浴　　生・　　2d・　ユ65『　3　吊6・2　　2・9219
残Pt’ @　　　　　　　　　　　　　．、　、・　　　　　，4・2

　斯の如くして得海る各蒸溜匠申第1臨第2輝及第3旺は水を加へて翅流冷却装観を附しアル

＾力列生を呈せざるまで加水分解を行ひ濃縮し分別結晶により91）：cocoll・alanine及，1euchie

を鱗せり．b・・lin・は鰍物に糞巽・禰糀加へ数回浸出して鯛髭せlp・34　1・upiu…laui”e

の混働は鰹となして分離せり。第4tttは蝿の水を加へ振湯し孚圃せしめ耳七h・r　t加「x．て

寵翻しph・・yl・1・血紛斑剛。phenyla1・・inのE七h・・勲は働蝋の許にE七h・・’

繍磯し次に・・uHC1を加へて低墜低温の謝嚥叢し鰍紐して結品ぜしめ分離砕り・
Eth6t・’ 狽狽垂剥sぜるphenylalaninを分離したる後の水溶液はBa（O耳）2の濃溶液を加へて逆

鵬虫隅に附L－JJn水辮を行ぴ次蹴酸を加へて融に取OH）・“を除去し鰍瀦勧［1人て

纏低温の許嚥磯して・紛を除rl－　Lglps；7k酒蹴以でP・・1in・を艦し後・kl・溶かし分別結晶

たよりa・p・・tic　a・ia及sexi・・を分離し刻雌酸麟樋じて・91・七ami・　・・i・1撚鰹と

して分離せり。蒸溜淺1宰はBa（OH）2を加へて煮沸して加水分解を行ひ硫酸により精密に

B・（・H），を除き欄し羅瀧灘茜して七Y・’・・i・e鵬たり・，かくして懲し掲アミノ酸

の牧量は次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無水蛋白質190g中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9Scm　　　　　　　　F　　　　収蝉

　　　Glyco6011　　　　　－　　　　　・0・．　4040　9　　　　・　　　　　　O・　1・462　g

　　　A1蜘・臼　　　　　…4・65　　　　　3・7962
　　　1，。ucihe　　　　　　16．6341　　　　　　・6・04・　34

　　　A・pax七i・acid　　　　7・2・72　　　　　2・6084
　　　（｝lu七amic　acicl　　　　　　　　　　　　　　　　　4．t7063　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　1，7033

　　　Serine　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　？

　　　1’he、1yl・1・uin・　　・　21．6218　　　　．7’・8367

　　　つ。y－、1・r・line　　　　2・1274’　　　　O；　6354
　　　1rl》roline　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．7982　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　0。652i

∴分離したるアミノ酸の’次建



　　　兜脚　　　　家翻照艘及欄照艦のイ際鰍較蹴蹴て　　　　　55
　　　　（｝1ycoco11窒素及銅1醸として銅の定最により決定せり。

　　　　N％　　　計甥〔数　　　　C2　HI・．　Oe．Nとして　　　　　　　　　　　　　　　18．67劣

　　　　　　　　　實験数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ8．53％

　　　　Cu％　　　計算数　　　　　（C2H402N）2Cu，H20として　　　　　　　　　　27．68％

　　　　　　　．　　　實1瞼婁虻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27，35％

　　　　Nai血e結晶形ビ1糠趨素灘嚇の定量により1腱せり。

　　　　N％　　　計算籔・　　　03H702Nとして　　　　　　　　　　　　　　ユ5．73％

　　　　　　　　　實験鍛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15．55％

　　　　Clu％　　　司算籔　　　　（CgH602N）2Cuとして　　　　　　　　　　　26．52％

　　　　　　　　　實験璽虻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26，59％

　　　　Leucille窒素及銅臨の定量により決完せり。　　　　　、　　　　　　　　．　、　．、

　　　　N％・　・計算数　　　　C6HSsOL，　Nとして　　　　　　　　　　　　　　、10．β8％

　　　　　　　　　實験籔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　JO，70％

　　　　Cu％　　　計鱗〔婁虻　　　　Cu（C6］H12NO2）2として　　　　　　”　　　　 19・649ぎ

　　　　　　　　　實騒莫数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．58％

　　　　Asp’ar七ie　aGid窒素及銅臨の定最により決定せゆO

　　　　N％　　　計算鍛　　　　C4tH？O義Nとして　　　　　　　　　　　　　　　10．53％
　　　　　　　　　　む．　　　　　　　　　實験数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．40％

　　　　C吻　計職　　C”C・HsNO4＋3H・0として．　　　2栃・56％、

　　　　　　　　　鋤数　　　　　　　　、，　　25β9％
　　　　Glu七alllic　aeid銅縣とiして¢，1司の定量により決建せり。

　　　　Cu％　　　計算数　　　　CuG5H7NO4として　　　　　、　・　　　　　30，47％

　　　　　　　　　實馬愈1徽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3⑰。41％

　　　　術鞭酸鞭として分離せるものは窒素及鞭素の定最を行ひ決定せり。

　　　　C1％　　　計算藪　　　　　CfiHloO4NC1として　　　　　　　　　　　　　　19．32％

　　　　　　　　　實験数　　　　　　　　　　　　　　19、19％　　’b
　　　　N％　　　計算数　　　　CsHloO4NC1として　　　　　　　　　　　　　7163％．

　　　　　　　　　實験数．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　T　7．6326

　　　　Phenyl　alanine熈酸彌として分離し鞭素の定最により次定せり。

　　　　CI％　　　計算数，　　　CgHuO2NHCIとして　　　　　　　　　　　　17．59％

　　　　　　　　　實験藪　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ユ7．取3％、

　　　　Oxy－proline銅懸として銅の定量により決定せり。

　　　　CR％　計算数　　（C5H803N｝、Cuとして　’　　　　19。64％

　　　　　　　　　實験数』　　　　　　　　’　・　　19，91露
　　　1）roline銅櫨として銅の定量により決定せり。　　　　　　’　　°

　　　　Cu％　　　計算鐵　　’　　（C5H802N）2Cuとして　　　　　　　　　　　　21．79％

　　　　　　　　實験籔　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　21．63％

b．Tyresineの分離

　前記の如き獄虫涌蛋白質509（乾物として46．899）をとり％％H　L，　SO　．1150　c．e．をカHへ逆

流冷却器に附して（Biure七反鷹を呈せざるまで）16時闇煮沸して加水分解を行ひ之を稀纏し

て濾過し淺津はよく洗瀞L其濾液及洗漁液を合しBa（OH）2を加へて精密に硫酉菱を除去し大
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部分の水を蒸獲して一甕夜放置しreyrosineの結晶を析出せしめたり。此の結晶せるTyrOsille

を濾別し共淺液は再び蒸獲して濃縮し一霊夜放置しTyroshneを析出せしめたりa此の如く数

回反覆して1iyrosineを析川せしめ最後に最早［Vyrosineの結晶析出し得ざるに至りて母液中

に少量騰留せるTyエo臼ineを比色法によりて定最せり。斯くして得たるTyrosineの牧量は次

の如し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　分離し得たるもの　　　　　　　　　　　　　　1．7382g

　　　　　　　上ヒ色によりそ竪たるもの　　　　　　　　　　　　　　　　　0．2728

　　　　　　　総牧量　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　2．0110

　　　　　　　無水蛋白質100分中　　　　　　　　　　　　　4．29

　田yrosineの決定は結品化學反態及窒素の定量により次定せり。

　全窒素　計算鍛　　　　CgH1103Nとして　　　　　　　　　　　　　　　7’74％N

　　　　　實験数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，㈱％N

III，満洲産柞翻蠕蛋白質の組成

　　　　　　　　　　　　　　　　（A）材料の精製

　」澗叢辮專門劉交に砕r別の方法tcよ蝋繭纐紺る後餅乍翔髄集め清水にて洗ひ象灘而

の瘍合と同一の方法にて材料を精製せり、即柞慧蠣を孚L鉢に入れ出來碍る限り」寧に磨碑し少

景の溝水に懸垂し粗い鐵網にて濾しキチン質其他の諸器官等を除去したる後濾液を煮沸しゼー

カー申に入れ多量の清水を加へ掩檸して放置し数時開の後発蛋白質が服底に沈澱し油脂共他の

爽難物が水上に俘びたる時サイフオンにより水と共に．ヒ部の油脂共他の爽i難物を除去する、次

に再び溝水を加へ撮搾しi蛋白質の沈降を待ちて上部の水を除去する、此の如く再三洗瀞を繰り

返す時は大部分の爽雑物を除まし得、此の洗瀞せる蛋白質を潴過し乾燥してソツクスレツト氏

脂肪浸出器により湘脂を除去する時は殆ど純樺の蛋白質を得．かくして得たる蛋白質は家獄踊

蛋白質に比し幾分黄色味を帯びた砂。

el　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B）　　一　溜受　イヒ　躍　自勺　糸rL　flk’

上記の如くして得たる柞獄輔蛋白質の一般化墨細成は次の如し。

　　　　　　乾物最　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85．24％

　　　　　　水分最　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14・76％

　　　　　　荻　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，55％

　　乾物100g中
　　　　　　全窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．r）1179

　　　　　　熱濃縛酸に可溶窒素　　　　　　　　　　　　　　14．L；O

　　・　　ク　　　不溶窒素　　　　　　　　　　　　　　0，57
　　　　　　ア，t、モニャ態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．8970

　　　　　　ヒユーミン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．8984・

　　　　　　燐タングステン酸によ1）沈澱せらるる窒素　　　　雪3913

　　　　　　燐タングステン酸にて沈澱せられざる窒素　　　　　8．4183

　，　　　シスチン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　0．Oo「Ot）

　　、　　　アルギ＝ン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　1。9328

　　　　　　リジン態窒素　　　　　　　　　　　o．2565
　　　　　　ヒスチヂン態窒素　　　　　　　　　　2．1515
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　　　　　　　モノアミノ酸態窒素　　　　　　　　7．1G44％
　　　　　　　非アミノ酸態窒素　　　　　　　　　　　’　　1．2539

　全窒素を1COとして各種形態窒素燈を示せぼ次の如し。　　　　　　　・

　　　　　　　アミド態窒素　　　　　　　　　　5．9ユ％
　　　　　　　ヒユーミン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，G8

　　　　　　　シスチン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　0．33

　　　　　　　アルギ轟ン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　12．74　　　　　’

　　　　　　　リジン態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．69

　　　　　　　ヒスチヂン態窒素　　　　　　　　　　　　　　14．18

　　　　　　　モノアミノ酉菱態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47．23

　　　　　　　非アミノ酸態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　8．27

（C）アミノ酸紅成　．

　　　　　　　　　　　（イ）　張鷹酸による全力ll水分解

　前項の如き柞獄蜥i蛋白質5009（乾物として426．29）にcoll　HCI　1500　c．c．を力1へ逆流冷

却装置に附しBiureb反感を呈せざる迄煮沸して全加水分解を行ひ共不溶解物は充分に蒸溜水

を以て洗瀞せり、分解液及渉ヒ灘液は集めて低堅の許に濃縮して水分を去り次に無水酒精を刎へ

て低墜低温の許に藪回蒸磯し最後に乾燥！鞭酸瓦斯を通じてHCiを飽和せしめ氷と食舗とにて

冷却しg！yeocol1をエチルエスター鷺酸鞭の結癩として析出せしめんとせるも家獄蝸i蛋白質と

岡様析出せす、更に該液を低墜低温の許に蒸磯し無水酒精を抑へて轟三蒸獲し出來得る限り水

分捕酸を除き・Zスター法によりてアミノ酸をエステル化し常法に二より分別蒸溜を行ひたり。残

澤は蒸溜水を以て溶し低墜低盗の許に濃縮し生ぜる鷹類を濾別し更に濃厚なる1酸を加へて再

び逆流冷却装置を附して六時間煮沸し、更に蒸獲して舎利別欣となし無水酒糖を加へて更に乾

燥せる盤酸瓦斯を通じて飽和せしむ．かくして再び・Xステル化し前記と同様等ステル法により

第二回騨エステルを勤分男嚥髄そ了ひアミノ酸を分離せり．糠作の絡りに方急て窒素の定

鍛を行ひ實験中の損失程度を測定し次の様な結渠を得たり。

　　　全加水分解濾液中の全窒素　　　　　　　　　　　57，蹴79
　　　第一圓アミノ酸エステルの浸出液中の窒素’　　　　　　2．・0854

　　　第一回アミノ酸．xステルの浸出後の淺渣申の窒i素　　　　　　　　　　53，9878

　　　第二回アミノ酸ヱステルの浸出液中の窒素　　　　　　　　　　　　13．2365

　　　第二回アミノ酸エステルの浸出後の淺渣中の窒素　　　　　　　　35．8315

　　　最後にBa（OH）・”を加へて分解するも術ほ分離し得ざる窒素　　　　2．2024

　　　　　　　　　　　　第1回分別蒸溜

　　　　　　　　　　　　　　　　　混度

　　　　　　　　　　　　　　－－
鍛雛翻蒸灘蒸灘励ア礎繋・1レア鯨酬
、1　鱗　銘分　1，9°c．1『G　鋼　　・g　4．、、，。g

III婁髪｝浴2099785　21．30盛或IV　　　　　　　2山浴　　　　　25　　　　　　　180　　　　　　　82　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　10，3　　　　　　　　　8．0250

残津　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．5

　　　　　　　　　　　　第2回分別蒸溜
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　　　　　　　　　　　　　　　　　遜慶

鍛雛、翻蒸，醗蒸艦翫・・カアミ響冨テル騒酸
　1　　湯浴　　40分　　60°C　　45°C　　30m・n　　　65・59　ユ6・て8119
　11　　　　　　　湯浴　　　　　30　　　　　　　　　99　　　　　　　　72　　　　　　　　　3ひ　　　　　　幽　　　　　　3工∴5　　　　　　　9．9138

　111　　　湯浴　　　45　　　　U9　　　　8〔｝　　　　　10　’　　　　　虹・7　　　12・60d2

　1V　　　　　　　亨山浴　　　　　55　　　　　　　　190　　　　　　　1，52　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　76．5　　　　　　56．6051．

残津　　　　　　　　　　　　　　　’　　　89’・2　　3・8542
　斯くして得泥る魯蒸溜随は家獄輔蛋白質の傷合と同様の操作によリアミノ酸を分離せり。帥

第1賊、第2慨及第3隈は水を加へて逆流冷却装置を附しアルカリ性反感の溝失する迄：加水分

解を行ぴ分解後濃縮して分別結晶法により（｝1yeoco1］，　Alanine及Leuehneを分離if　｝P。　Pro－

1ineは是等の各蒸溜分証の無水物を無水酒精にて敬回浸出して分離せり。第4廠は少量の水及

E七11erを加へて再三振濫しPhenylalanine　es七erを，E七herに移行せしめて分離しE七her郡

は低墜低温の許にEtl・e・藤磯し灘酸を’］JriA‘て低麟温の許に鞭しPh…yユal・ni・eを

彌酸1として分離せり。水溶部はBa（QH）2の濃溶液を加へて磁流冷却隠を附し加k分解を行

ひ後硫酸をカllへて精密にBa（OH）2を除去し濃縮し分別結晶洗によりAspartic　aeU・Seエhle

及91u七1㎜ic　aeidを分離せり。Leucineと’　alanineとの混合物は銅姫として分離せり。以上

の如くして得たるアミノ酸の牧董は訳の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収量　　　　　　　　　　　　　　　　物乾

　　　Glycocoll　　　　　　　　　　　　3．71469　　　　　　　　　　　　0・871％層

　　　A．1anine　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．7625　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．525

　　　1－Leudihe　　　　　　　　1．0028　　　　　　　　　0．235
　　　工so＿Leuci直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23．2：L71　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．447

　　　Aspa、r七i6　acid　　　　　　　　　　　　　　　　2．0100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0。471

　　　（｝1亡七aL三n1G　aoicl・　　　　　　　　　　　　　　　23．9920　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，629

　　　Serine　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七rε』（｝〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七race

　　　］Phenylalanine　　　　　　　　　　　　　40．6381　　　　　　・　　　　　　　　　　　　9．534

　　　・細・・1i…　　　　　6・7933　，　　．ユ・’593
　　　Proline　’　　　　　　　　　　　　　　　0，0512　　　　　　　　　　　　　　’0，012

　分離したるアミノ’酸の決定

　（｝1ycoco］工融黙、窒素及銅盤の定量により決定せり。

　隔虫無占　　　　　　「　　　　　　　　　　2200G

　N％　　　計弊藪　　　　C2H502Nとして　．　　　　　　　　　　　　ユ8・67％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u　　　　　　實験撒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．51％

　Cu％　　　計算数　　　　（C，zH．LO2N）2Ctt・H20として　　　　　　　　　27・68％

　　’　　　實験鍛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，　27・91％

Al舳ne結贔形、甘臨融黙窒素及鰯1畷撮によ・映定効二

　融鮎　　　　　　　　　　2gs°c

　N％層　　計算数　　　　c3H7Q2Rとして　　　．　　　　　　　　　　、15．73％

　　　　　　實瞼歎　　　、　　　　　　　、　ご15・23％・
　Cu％　　　剖・算数　　　　（C3H602N）2Cu．として　　　　　　　　　　　　26・52％

　　　　　　實験数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26・49％　　：，，

　Leucine融顯及窒素の定量を行ひ決定せり。
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　　丙蝿暫　　　　　　　　285°C

　　N％　　 言1・算籔　　　 C6H130セNとして　　　　　　　　　　　 10．69％

　　　　　　　實験数　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　10．60％
　　銅羅を作りMe七hrhlcoho1により℃1－LenGillo及工so－r・eueineに分離せ1：｝。

　　1．工、enGine銅雁にょりて決定せりo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　C11％　　　計駕拠敏　　　　Cu（C6Hエ5NO2）2として　　　　　　　　　　　19．64％

　　　　　　　實験襲交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．21％

　　ISO一工」euci・e銅鞭の1定量によりて決定せり。

　　Cロ％　　　計1算数　　　　（hu（C6H：　，zNo）2として　　　　　　　　　　　19．64％

　　　　　　　矧瞼数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．97％

　　A、Spa浦e　aei〔1窒素及銅羅の定量によりて決定せり。

　　　　　　　－の　　醇亘黒占　　　　　　　　　　　　　　　2410C

　　N％　　　計算数　　　　C41E［704Nとして　　　　　　　　　　　　　　10．53％

　　　　　　　「爵i験撒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．85％

　　（h％　　　計算数　　　　CluC，LH．rNO4として　　　　　　　　　　　　　32．66％

　　　　　　　實験婁虻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2．63％

　　αh1七amiG　acid融黙1窒素及銅櫨の定量により決定せりo
　　再独黒占　　　　　　　　　　　　　　　　　　　201　0C

　　N％　　　　計箪藪　　　　　G5HgO4Nとして　　　　　　　　　　　　㌦　　　　9、52砺

　　　　　　　實験婁虻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．54％

　　Cu％　　　　　言十コ鍔〔婁虻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．46％

　　　　　　實験数　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．49％

　　Phellylalalli⑱蠕酸櫨として分離し猟素及窒素の定量により決定せり。鷺素は　Voshard’q・

　Me七hodに依る。

　　（llllo％　　　計算数　　　CgllllO2N・HC⊥として　　　　　　　　　　　　　17．59％

　　　　　　實験婁虻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．丹3％

　　NS／o　　　計塊数　　　　CgHl102N・HC1として　　　　　　　　　　　　6．95％

　　　　　　實験数　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．02％

，　　Oxy－prolinG銅櫨として鋼及窒素を定量し決定せり。

　　N％　　　計算i数　　　　CユoH1606N2Cuとして　　　　　　　　　　　8。65％

　　　　　　實瞼数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．45％

　　Cu％　計算数　，　q・H・・0・N・Cuとして　　　　　　19・64％
　　　　　　實験藪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．46％

　　’lrpエohlle銅鞭として銅及窒素を建量して決定せり。

　　N％　　　計螺数　　　　Ci　“Hコ　e，04，No．　Cuとして　　　　　　　　　　　9．60％

　　　　　　實験婁虻　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．52％

　　Cu％　　　計算数　　　　CloH1604N2Cuとして　　　　　　　　　　　℃2L79％
　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1

　　　　　　實験敬　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　21・57％

（Pt）Tyxoshieの分離

　前項記載の柞獄輔蛋白質脚乾1009（乾物として85，249）を探り25％H2SQ4300　G・e・を

加へ説流冷却器に附し16時間（1　iLli’e七反鷹を呈せざる迄）煮沸し蒸溜水にて稀樺して濾過
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せり。幾澤は蒸溜水にて充分洗諜する、其濾液及洗灘液は藥めてBa（OH）L）を加へ精密に

II2SO，Lを除き次いで蒸磯濃縮して1蟹i夜放置せり。ここに析出せる　Myrosinθは濾別し共

濾液は再び濃縮して放置し「Dy士osiueを分離せり。かくしてTyvesineの結晶析出し得ざる迄

此の方法を反復し最後に比色法によりて定蚤せり。此め如くして得たるT，yrosineの牧量1ま次

の如し。

　　　結品として分離し得ざるもの　　　　＋　　　　　　　』　　　　4．1230g

　　　比色法により定量せるもの　　　　　　　　　　　　　　　　　O・76449

　　　瀞恩耳女ま詮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．8874g

　　　乾物100分pPの牧量　　　　　　　　　　　　　5’7837％
　田yrog，　ineは結晶形、化墨反鷹、窒素及銅盤の定量により次定せり。

　N％・　　、計算数　　．　CgH1103Nとして　　　　　　　　　　　　　て’74％

　　　　　　實1験婁セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7・82％

　Cu％　　’計算鍛　　　　Cl8H200GN2Cuとして　　　　　　　　　　1r）・OO％

　　　　　　實験数　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15．04％

　　　　　　　　　　　（ハ）柞獄輔蛋白質の盤基性アミノ酸の分離

　柞獄蝋より分離したる風乾蛋白質50瓦を25％硫酸150靖を加へて逆流冷却装置の許に

14時聞分解し後水にて薄めて濾過し共濾液にバリタを加へて硫酸を除き其沈澱を濾過したる後

難硫酸勧llへて約5％になる様になし更に燐タングステ澱を加へて蟹魁ll生アミノ酸を沈澱

せしむ、金く沈澱の生ぜざるに到りて燐タングステン酸の注下を止め二甕夜放置したる後吸引

濾過す。

　　　　　　　　　　　　　　　（a）　ヒスチヂンの分離

燐タングステン蜘沈澱物は是れを乳鉢に移し水酸化バリウムを畑へて乳棒によりて能く混

合し水を少最加へて掩搾し燐タングステン酸の沈澱を分解ぜしめ是れを濾遡する。此操作を反

複して其濾液を識く集め炭酸瓦斯を通じてバリウムを除き炭酸バリウムの沈澱の濾液に第二水

銀の溶液をカ1へてヒスチヂンを沈澱せしむ、かくして得たる沈澱を水に懸垂せしめて更に硫化

水素を通じ硫化水銀を沈澱せしめ共濾液を低塵の許に蒸留して舎利別状となし是を乾燥器申に

放置して置く時にヒスチヂンは鞭酸鞭となりて析田する。

　　　　　　　　　　　　　　　（b）アルギPtンの分離　　　　　　　　　　　　　　　　’

璽靴第二水銀よりの沈澱の瀬夜は硫化フJes一を通じて水銀を除き甑撒に鍛噺膣氣を通じて過

剰の硫化水素を駆逐して低歴蒸留を行ひ浸る後硝酸銀を加へて彌素を取り其の濾液に水醗化バ

リウムと硝酸銀を同時に加ふる時は褐色の沈澱物が得られる。是を7kに分散して硫化水素を通

じて銀を取り此の濾液に硫酸を加へて最密に中性となして眞室蒸留する。然る時に硝酸アルギ

＝ンが出來るo

　　　　　　　　　　　　　　　（の　リヂン、コリン及ベタインの分離

　アルギ昌ン銀の濾液に姫酸を加へて銀を除き更に硫酸を加へてバリウムを除去し且少しく過

剰に硫酸を加へて5％として燐タングステン酸を加える、沈澱物を濾過し5％硫酸にて洗源

し燐クングステン酸の沈澱物を常法に從ひて水酸化バリウムにて分解し過剰のバリタは硫酸を

以て精密に除去し此の際生じたる硫酸バリウムの沈澱を濾過し其の濾過は低歴にて濃縮し乾澗

せしめ濃厚なる盤酸を加へて飽和せしめて後蒸獲する時はリヂン、コリン及ペクインの盤酸猟

を生す。是れを最初に冷アルコールにて侵出しコリン騨酸を溶解しこのものを蒸獲乾潤し水に
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溶かして10％の彌化金のアルコール溶液をカ1へて放置しコリン盤化金複盤を得。冷アルコ　一一

ルの不溶物に温アル＝t・一ノLを加へてペタイン盤酸鞭を溶解しリヂン鞭酸捕を分つ。ベタイン彌

酸鞭はコリン同様に姫化金複鞭として分離す。

　以一llの方法に依りて分離したる有機彌基の量は次の如し。

　　　アルギ昌ン硲酸1舗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ．　2748za

　　　ヒスチヂン塩酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　1．7050瓦

　　　リヂン塩酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．5345瓦
　　　コリン鷹酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．4096瓦’

　　　ベタイン重磁化金複縢1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ユ683瓦

　上記の結果より各種の窒素化合物を計算して無水材料に封する％を以て表はす畔は次の如

し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ
　　　アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，1】ろ％

　　　ヒスチヂン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．847．
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

　　　リヂン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．00d

　　　コリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2。893

　　　ベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．778

（d）各種アミノ酸の決定

アルギGン　　　硝酸鞭として分離し共の硝酸をNitron法1こよりて測定せるに。

　　荷｛f酸数　　　　　　　　　　實験藪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．73％

　　　　　　　　　　理論貼（C6H14N402HNO3）　　　　　　　　　　　26．55％

硝酸購より常法に依りて金同の復鰹を作りたるに針状結晶にして融黒占は118°にして銅含有量

は

　　　　　　　　　．　　　　　　實験藪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ユ．74％

　　　　　　　　　　　　韮里詳命数　　、　　（（C6HユGN402）2Cu（NOs）2）　　　　　　　11．86％

　　ヒスチヂン　　　鷹酸鞭として分離し其の賭酸含有量及バウリ氏反鷹及ビユーレツト反慮に

依りて確定す。

　　　　實験数　　　　　　　　　　　　盤素激　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31，35

　　　　　　　　　　　　窒素型と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］8．38

　　　　王lll諄命籔　　　　　　　　 聾難素翼交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31．1．4

　　　　（C61≡［gN3022HCI）窒聾§藪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．42

　　リヂン　　本高はリヂン賂酸鰹として分離したるものを分析レ尚その誘導物を作りてリヂ

　ンたる事を確定する。

　　鞭酸鞭　　　無色柱状のi缶琴晶にして202°にて溶融する。

　　　　實験藪　　　　　　臨素激　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．75

　　　　　　　　　　　　窒素数　　　　　　　　　　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．65

　　　　ttgl論緻　　　　　盤素数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．27

　　　　（C6H⊥402N2，2HCI）窒素数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．79

　　リヂンピクレートは黄色柱欣の結晶東歌集合をなし248°にて分解する。

　　Cholin　　鷹化金複鞭として分離し費色粒欺の結品にして冷水に溶け易く234°にて黒攣分

　解する。
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　獺fiイヒ金1腰！躍唖1

　　，金敗　　　　　　　　　　　　僕ll験凝鎚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44．31％

　　　　　　　　　　　理論数（C5H14NO，　CJ，　AuCI3）　　　　　　　　　　44．49

　ピクリン酸細　　　冷水に溶解し易き黄色織炊の結晶にして233°にて黒色となり分解す。

　lle七aiii　、1聾酬ヒ金複鞭として分離し絹懸光澤を有する黄色栢状の結品にして冷水に溶解し

難く2510Cにて融解せりo
　　　金数　　　　　　　　　　　　實駁建藪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42．89

　　　　　　　　　　　理論欺（Cユ5HuNO呂HCI　AuC18）　　　　　　　　　43．14

　ピクリン酸鷹　　　黄色栓歌の結昴にして冷7kに溶け難く176°にて溶解す。以．i：

　Iv　結　　論

　家獄輔蛋白質と浦洲産柞獄垂酌蛋白質との化學組成を比較研究せり。今分析結果を比較して暴

ぐ9’しば≡5（の女rl　Vo

　　　　　9
　乾物10σ分中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　家賊蜥蛋肉質　　　　　　　　　　　柞窟輔1蛋白質
　　　全窒素」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14，57％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15．17％

　全窒素を10Dとして各種形態窒素を示せば　　　　　　　　　　　　・
　　　A．nユide－N　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　7，14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5。91

　　　Huユnine－N　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　5，08　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　9，68

　　　Cyβ伽e－N　　　　　　　3・36　　：　　　　0・33，
　　　・A平gh｝ine－N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9、06　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　ユ2・74

　　　1」ysine－N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．85　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．69　　　　　　　　　　　卿

　　　His七idine－N　　　　　　　　　　　　　　8，65　　　　　　　　　　　　　　14。18

　　　aSdiono　Amino　aGid－N　　　　　　　　　　　　　56，14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47．23

　　Nd】ユ　amino　aci（1＿N　　　　　　　　　　　　　　　　8。72　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　8。29

　アミノ紺成

　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　墾」」無ホ蛋白質工009

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！w’　‘w一闘鳳＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　家獄蜥i蛋白質　　　　　　　　　　　　　　柞餓婦蛋白質

　　G1：　cqe・11　　　　　　0，14（｛2　9’　　　　　　　0．8719
　　A1ε駐ii1Σe　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．7962　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2♂525

　　1－L・u・i・・　　　　　！6。Od34　　　　　・0・235
　　工90＿工」eUGine　　　　　　　　　　　　　　　　　・∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．447

　　AS正）sし］じ七iG　　t〕しcid　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．6084　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0●4、7．1

　　Glu七aユ皿ic　ac二d　　　　　　　　　　1．7033　　　　　　　　　　　　　　　　5，629’

　　Seline　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七race

　　Phei二1y1桟1anine　　　　　　　　．　　　　　　　7．8367　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　9．534，

　　0x評一prbline　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．7767　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ「593

　　Prolipe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．6521　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　，　　　0．0121．

　　Tyrosine　　　　　　　　　　　　　　　　　4。・2886　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　5・734

・．　　　　　　Argi［Liho　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，：止15　　　：

　　His七idine　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　2．847
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　　　1」ysine　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．oe4

　　　ClloliユIG　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．893

　　　］3eもεしin　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，778

　上表に見る如く爾i蛋白質共に15駕内外の登窒素あり、家鎧輔蛋白質は91．06％、柞懲婦蛋

白質は　9↓．8璃∫の粗蛋白質となる。アミ’ノ酸組成中Pheiコy｝alanine，　Leucine，　Tyrosine，

alm1｛ne等多く　Aspar七iG　acid，　Pvoliue　は家蛋霊虫彫蛋白質に：多く　　（≡｝lycocoll，　Glu七amic　aGid，

Oxyprolineは柞慧踊蛋自質に劣く其他の成分には攣化なし家獄虫而1蛋白中よりは原料陸少なりし

魏基性アミノ酸に分離する事が出來なかつた。柞獄輔蛋白質は實質的に鍮鎧輔蛋白質に比し優

るとも劣．る事なく螢養剤として慣値あるべきものなり。　　　　　　　（於．ヒ田鷲綜専門學校）
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b

　　　　　　On　the　Amino・ac避s・composition　of　the　Protei煎

　　　　　　　　of　the　Chrysalis　ofthe］Domesticated　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tussah　Si且kworm．

　　　　　　　Ryugo　INoUE，　Teitoku　M［WA　and　K6ichi　K理A．ZAWA

　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Augus七31，1933）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　　1）The　rnethod　of　the　separation　of　the　protein　from　the　chrysalis．　l

　　The　fresh　pupae　taken　out　by　cutting　cocoons，　were　crushed　with　a

pestle　in　a　mortar　and　extゴacted　wlth　water，　and　then　且1tered　in　order　to

separate　the　skins　of　the　pupae　and　other　impurities．　The　filtrate　was　then

boiled　and　the　protein　was　made　to　coagulate．　After　sta阜ding　for　several

hours　the　protein　was　made　to　precip豆tate　down　in　the　bottom　of　the　beaker，

and　the　ois　and　the　like　substances　became　tQ　float・on　the　surface　of　th6
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

water．　The　oils　and　the　like　substances　were　removed　off　by　decantation．

‘The　raw．protein　thus　obtained　was　then　extracted．witlユether　to　remove　the

fat　and　oil　still　remained　in　it，　and　purified　from　mixtures，

　　　　2）　The　general　chemical　composition　of　the　pup4・protein．

　　　　　　　　The　general　chemical　constitution　of　the　protein　of　the　pupae　was

　　　　determined　with　the　following　results．、

　　　　　　　　　　Dry　matter　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　93．78％

　　　　　　　　　　Water　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．22

　　　　　　　　　　Ash　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i2．17

　　　　1n　100　parts　of　dry　hユatter．

　　　　　　　　　　Substances　soluble　in　hot　con．　HCL　　　　　　　　　　　　　　97．17

　　　　　　　　　　Substa】ユces　jnsoluble　in　hot　cor1．　HCL　　　　　　　　’　　　　2．83

　　　　　　　　　　Total　nitrogen　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．57

　　　　　　　　　　Nitrogen　in　the　substances　soluble　in　hot　con．　HCL　　14．34　　　　．

　　　　　　　　　　Nitrogen　in　the　par仁insoluble　in．hot　con，　HCL　　　　O．22

　　　　　　　　　　Arn’monia　nitrogen　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　1．04

　　　　　　　　　　Humine　nitrogen　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　0．52

　　　　　　　　　　Nitrogen　precipitated　by　phosphotungstic　acid　　　　　　．3．34

　　　　　　　　　　Nitrogen　not　precipitated　by　phosphotungstic　acid　　　　9．44

　　　　　　　　　　Cystin　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．49

　　　　　　　　　　Arginine　nitrogen　　　　　　　　　‘　　　　1　　　　　．1．32　　　’　　　　・

　　　　　　　　　　Lysine　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O，27

　　　　　　　　　　Histidine　nitfogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．26

　　　　　　　　　　Amino　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．85

　　　’　　　　　Mono　amino　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8，18

　　　　　　　　　　Non　a面no　nitrqgen　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．27

　　　　1n　100　par七s　of　the　total　nitrogen．

　　　　　　　　　　Amino　nitr6gen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，14

　　　　　　　　　　Humine　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，08．

　　　　　　　　　　Cystine　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．36

　　　　　　　　　　Arginine　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．06

　　　　　　　　　　Lysine　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．85

　　　　　　　　　　Histidine　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．65

　　　　　　　　　　Mono　amjno　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56．14

　　　　　　　　　　Nona！nino　nitrogen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’8．72

　，　3）Amino　acid　composition．

　　　　The　protein（300　grammes　in　the　air　dry　state）was　boiled　W辻h　900　cc．　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
con・　HCL　for　6　hours　under　a　rev（｝rted　cooler，　and　the　hydrolys4te　thus

obtained　was　distillated　under　redused　pressure，　The　distillation　was　repeated

several　times　in　order　to　remQve　hydrochloric　acid，　with　distiUed　water　added．

　　’Finally　am｛no　acids　were　separated　by　the　ester　method　of　E．　Fischer。

The．「resし11ts　obtained　were　as　follows：
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　ユ009．　of　dry　protein

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／咄一プ㎞■四囮＼．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　protein　from’the　　　　　　　　　　　　The　proteliユfrom

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pupae　of　domesticated　　　　　　　　　　　the　pupae　Qf［Dussah

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　silkworm．　　　　　　　　　　　　　　　　sill〈WOrm．

　　　　GlycQcqll　　　　　　　　　　　　　　　　O．1462　　　　　　　　　　　　　0．871

　　　　Alanille　　　　　　　　　　　　　　　　3，7962　　　、．　　　　　　　2，525

　　　　Leucine　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．0434　　’　　　　　　　　　　　　　　5．682

　　　　Aspartic　acid　　　　　　　　　　　　　2．6084　　　　　　　　　　　　0．471

　　　　Glutamic　acid　　　　　　　　　　　　　　1．7033　　　　’　　　　　　　　5，629

　　　　Serine　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　trace

　　　　Phenyla工anirle　　　　　　　　　　　　　　　7．8367　　　　　　　　　　　　　　9．534

　　　　・Oxyproline．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，7767　　　　　　　　　　　　　　　　　1．593

　　　　Pro工ine　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　0．6521　　　　　　　＼　　　　　　0．012

　　　　Tyrosine　　　　　　　　　　　　　　　　　4，2886　　　　　　　　　　　　5」734『

　　　　Arginine　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　・　　’2．115

　　　　Histidine　　　　　　　　　　　　　　　　－、　　　　　　　　　　　　2，847

　　　　Lysine　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　1．004、

　　　　Choline　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，893

，　　Betain　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　’　　　　2．778

　　　　From　the　above　results’，　the　amino　acidS　composition　of　the　protein　from

the　pupae　of　the　tussah　silkworm　is　in　general　likb．・to　that　of　the　protein　froM

the　pupae　of　the　domesticated　silkworm，　except　that　glutamic　a6id　is　much　in

quantity　and　aspartic　acid　less．　It　may　be　thought　that　the　protein　of　the

pupae　of　Tussah　silkworms　is　nutritiou§　1ike　as　that　of　the’protein　of　the

domesticated　silkworms．

　　　　　（The　Imperial　College　of　Sericulture　and　Sjlk－industry　Uyeda，　Japan．）
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